
                  駒 ケ 根 民 報              2015 年 3 月 15 日 

               

３
月
定
例
市
議
会
一
般
質
問
は

３
月
５
日
・
６
日
に
行
わ
れ
、
２
人

の
共
産
党
議
員
は
、
１
日
目
の
５
番

で
坂
本
や
す
ひ
こ
議
員
、
２
日
目
の

４
番
で
竹
村
誉
議
員
が
質
問
し
ま

し
た
。
今
回
は
坂
本
議
員
の
報
告
で

す
。 

 
 

 

史
上
最
高
規
模
予
算
で 

過
去
の
大
型
事
業
実
施
の

よ
う
な
財
政
危
機
に
な
ら

な
い
か 

 
 

 

質 

問 

平
成
２
７
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
１
５
９
億
９
８
０
０

万
円
で
、
平
成
１
４
年
度
予
算
を
上

回
る
史
上
最
高
に
な
っ
た
。 

 

こ
こ
数
年
は
大
型
事
業
を
抑
え

て
起
債
発
行
を
抑
制
し
、
公
債
費
は

減
少
し
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
安
定
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に

過
去
最
大
の
予
算
に
な
っ
て
い
る
。 

                         

財
政
の
健
全
化
の
見
通
し
は
。 

 

建
設
事
業
費
は
２
倍
と
大
型
事

業
が
例
年
に
な
く
集
中
し
て
単
年

度
で
実
施
し
て
将
来
に
影
響
を
与

え
な
い
か
。 

 

過
去
の
大
型
事
業
を
実
施
し
て
、

そ
の
後
の
財
政
運
営
を
困
難
に
し

た
こ
と
と
、
今
回
は
違
う
の
か
ど
う

か
。
か
つ
て
は
有
利
な
借
金
と
さ
か

ん
に
強
調
さ
れ
た
が
以
前
の
内
容

と
違
う
か
ど
う
か 

 財
政
に
配
慮
し
た
予
算
で

大
き
な
支
障
は
な
い 

市
長
答
弁 

過
去
最
大
の
積
極

的
予
算
と
し
た
。
事
業
選
択
と
実
施

時
期
を
調
整
し
平
成
２
７
年
度
精

査
し
予
算
化
し
て
い
る
。 

 

３
ヶ
年
実
施
計
画
の
中
で
２
７

年
度
集
中
ふ
ま
え
て
予
定
通
り
と

し
て
い
る
。 

 

過
去
に
は
毎
年
４
０
か
ら
５
０

億
の
建
設
事
業
が
あ
っ
た
。 

 

現
在
普
通
市
債
は
、
毎
年
度
平
均

で
当
時
の
半
分
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル

で
も
半
分
に
な
っ
て
い
る
。
財
政
に

配
慮
し
た
予
算
で
大
き
な
支
障
に

は
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。 

  

農
林
業
を 

地
域
経
済
の
柱
に 

質 

問 

安
倍
政
権
は
農
協
改

革
に
よ
り
１
０
年
で
農
村
所
得
倍

増
と
い
い
ま
す
が
大
暴
落
の
米
価

対
策
に
背
を
む
け
な
ん
の
対
策
も

と
ら
な
い
。
こ
の
政
策
に
期
待
で
き

る
と
の
認
識
か
。
地
元
の
資
源
を
活

か
し
た
産
品
利
用
、
加
工
・
販
売
の

事
業
発
展
の
支
援
策
は
ど
う
か
。 

 
 

 

 

市
長
答
弁 

農
家
の
実
態
は
、

１
・
５
ｈ
ａ
以
下
の
農
業
者
は
８

８
％
で
あ
り
、
当
地
域
は
大
規
模
な

農
地
集
積
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
地
域
農

業
支
え
、
営
農
セ
ン
タ
ー
方
式
で
期

待
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
。 

 

二
条
大
麦
地
元
産
の 

構
想
と
展
望
は 

質 

問 

市
は
二
条
大
麦
を
中

心
に
地
元
産
原
料
を
使
用
し
た
地

ビ
ー
ル
の
開
発
な
ど
支
援
す
る
と

し
て
い
る
が
、
農
地
利
用
や
地
域
振

興
に
期
待
が
持
て
る
の
で
是
非
実

現
し
て
ほ
し
い
。 

 

品
種
、
種
子
、
栽
培
環
境
、
栽
培

技
術
な
ど
課
題
は
あ
る
と
思
う
が

展
望
は
ど
う
か 

 
 

 

 

市
長
答
弁 

い
ま
地
ビ
ー
ル
の

麦
芽
は
地
元
で
生
産
さ
れ
て
い
な

い
が
、
大
麦
を
地
元
産
で
使
用
し
た

い
と
い
う
会
社
が
現
れ
た
。
栃
木
県

で
生
産
さ
れ
て
い
る
が
課
題
は
デ

ン
プ
ン
の
質
や
温
暖
な
気
候
で
な

い
と
栽
培
で
き
な
い
。
気
候
に
適
し

た
品
種
の
開
発
が
必
要
。
種
子
の
提

供
受
け
ら
れ
る
よ
う
試
験
栽
培
の

実
現
に
む
け
て
い
く
。 

 

県
産
材
利
用
拡
大
と 

活
用
促
進
の
支
援
策
を 

 

質 

問 

い
ま
国
産
材
が
見
直

さ
れ
補
助
制
度
も
あ
り
活
用
が
進

ん
で
い
る
。
県
産
材
の
住
宅
利
用
、

公
共
施
設
へ
の
利
用
拡
大
の
施
策

が
必
要
。
間
伐
材
の
引
き
出
し
、
運

搬
、
製
材
な
ど
へ
の
支
援
策
は
ど
う

か
。 

  

市
長
答
弁 

県
産
材
の
活
用
２

８
・
８
％
ま
で
回
復
し
て
い
る
。 

 

市
で
は
３
２
％
と
倍
増
し
て
い

る
。
木
材
加
工
施
設
、
地
域
産
材
間

伐
促
進
に
国
・
県
の
補
助
に
市
は
１

５
％
加
算
補
助
し
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
公
共
施
設
へ
の
利
用
は

経
塚
保
育
園
の
建
設
に
活
用
す
る
。 

  

ゴ
ミ
の
資
源
化
日
本
一
の

志
布
志
市
の
経
験
を
学
び

活
か
す
た
め
に 

 

質 

問 

鹿
児
島
県
志
布
志
市

は
再
資
源
化
率
７
４
・
９
％
と
８
年

連
続
日
本
１
で
す
。 

ご
み
焼
却
施
設
が
な
く
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に
分
別
収
集
を
徹
底

し
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
い
ま
す
。 

各
家
庭
か
ら
分
別
排
出
さ
れ
指

定
さ
れ
た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
週
３
回
収
集
し
堆

肥
化
さ
れ
ま
す
。
大
型
処
理
機
械
を

使
わ
ず
乳
酸
菌
を
活
用
し
て
か
く

は
ん
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
理
機

械
設
備
が
な
い
の
で
コ
ス
ト
も
軽

減
さ
れ
ま
す
。 

駒
ヶ
根
市
も
こ
の
取
り
組
み
に

学
ん
で
、
収
集
・
処
理
方
法
に
活
か

し
て
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。 

 
 

 

 

市
長
答
弁 

市
内
全
域
分
別
資

源
回
収
し
て
き
た
。
地
区
で
の
資
源

回
収
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
る
。 

 

ゴ
ミ
の
量
は
地
道
な
取
り
組
み

を
し
て
年
々
減
少
し
て
い
る
。 

 

資
源
化
率
は
２
５
年
度
２
８
・

２
％
。
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
は
２
０
０
ト

ン
、
志
布
志
市
参
考
に
資
源
化
を
進

め
る
。
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
取

り
組
み
、
資
源
化
率
３
４
・
３
％
目

標
に
し
て
い
る
。 

 

・
過
去
最
大
予
算
で
財
政
は
健
全
か 

・ 

農
林
業
を
地
域
経
済
の
柱
に 

・ 

ご
み
の
資
源
化
の
推
進 

 
 

 
 

 

坂
本
や
す
ひ
こ
議
員
の
一
般
質
問 
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